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1. はじめに 

●考察の対象：日本語における比較相関構文1 2「XばXほどY」3 e.g.「食べれば食べるほど太る」  

●理論的枠組み：認知言語学、とりわけ構文文法 (Construction Grammar) 

●目的：「XばXほどY」を構文 (construction ) と捉え、主節の述語と主節の変化のターゲット4との関係から、 

「XばXほどY」構文の意味的特性を考える。 

 

2. 構文文法 

●構文文法 (Construction Grammar)： 

認知言語学の観点から分析を試みる文法理論の一つであり、主にCharles FillmoreやPaul Kay およびGoldberg 

らによって展開されている。構文 (construction) という一般的統語規則や語彙的知識のみでは捉えることので 

きない単位を必要とするという考え方を持つ。 

●Fillmore, Kay and O’Connor (1988) による構文の定義： 

By grammatical Construction we mean any syntactic pattern which is assigned one or more conventional functions in a  

language, together with whatever is linguistically conventionalized about its contribution to the meaning or the use of  

structures containing it.                                 (Fillmore1988:36) 

●Goldberg (1995) による構文の定義： 

C is a CONSTRUCTION iff C is a form-meaning pair <Fi, Si> such that some aspect of Fi or some aspect of Si is not  

strictly predictable from C’s component parts or from other previously established constructions.    (Goldberg1995:4)                                  

●本研究における構文の定義： 

構文とは「個々の語とは独立して存在する、意味と形式が慣習化によって結びついたユニット」をいう。 

 

3. 先行研究 

●Fillmore(1989)： 

英語と日本語の比較相関構文を取り上げ、これらの適切な分析の為には、これらを構文と捉える構文文法と 

いう文法理論が必要であることを提案している。 

●Okamoto(1993), Okamoto(1994)： 

構文文法の枠組みに基づき、「XてもXても」「XたらXたで」「XにX」と共に「XばXほど」を構文と捉 

え、その意味・語用論及び形態・統語的特徴を記述している。 

●野呂(2008)： 

構文文法の枠組みに基づき、従属節に焦点を当てこれを構文として扱い、その意味的特徴を次のようにまと

めている。「VばVほど」：時間の経過に伴って、主体がVする程度・量又は回数が変化するのに併せて、後

件の事態の程度・量も変化する（野呂2008:150）。 

●石居(2008)： 

由本(2005)で述べられた「V＋過ぎる」との類似点から、日本語の比較相関構文を考察したものである。ここ

では、従属節に生起する動詞と従属節における“比較のターゲット5”との関係を論じている。 

                                                                 
1石居(2008)では、この形式を日本語の比較相関構文と呼び、本稿でもそれを踏襲する。 
2英語では「The 比較級 ~, the 比較級 ~.」形式の構文が、この構文に対応する。 
3本研究では、「XばXほど」を従属節、「Y」を主節とする。 
4本発表では、主節において変化するものを、“主節における変化のターゲット”と呼ぶ。 
5比較されている数量や属性の程度 
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●問題点①： 

Okamoto(1993), Okamoto(1994)では、主節述語Yに関して、状態変化述語だけでなく状態述語も生起できるこ 

とを述べるに留まる。 

→主節の述語には、状態変化、状態以外の述語も生起できる。 

●問題点②： 

野呂(2008)では、主節において変化するものは、事態の程度・量であると述べるに留まる。 

→主節の変化のターゲットには、事態の程度・量以外の変化のターゲットも存在する。 

 

⇒主節に置かれる述語には生起制限があるのか（問題点①）、主節において変化するもの（＝主節における変化 

のターゲット）が何であるのか（問題点②）、これらを明確にする為にも「XばXほどY」を１つの構文と 

みなし、主節の述語に注目して考察する。 

 

4. 考察 

主節に生起する述語（動詞67、形容詞、名詞）と、主節における変化のターゲット（参与者の数量、事象の

回数、述語の程度）との関係を整理し、それを基に「XばXほどY」構文の意味的特性を考える。 

 

動詞 

A. 動き動詞 

A1. 動作動詞 ＜継続＞  主節における変化のターゲット：[ 参与者の数量 ]、[ 事象の回数 ] 

(1)まめな人であればあるほど、手紙を書く。 

(a) まめな人であればあるほど、たくさん(の)手紙を書く。                                   [参与者の数量] 

(b) まめな人であればあるほど、手紙を何度も/次々と書く。                                    [事象の回数]  

(c) *まめな人であればあるほど、手紙を非常に/とても書く。                                       [動詞の程度] 8 

(2)健康志向の人であればあるほど、野菜を食べる。 

(3)トヨタが失態を犯せば犯すほど、アメリカが笑う。 

A2. 動作動詞 ＜瞬間＞  主節における変化のターゲット：[ 参与者の数量 ]、[ 事象の回数 ] 

(4)森を奥へ進めば進むほど、昆虫を発見する。 

(a) 森を奥へ進めば進むほど、たくさん(の)昆虫を発見する。                                      [参与者の数量] 

(b) 森を奥へ進めば進むほど、昆虫を何度も/次々と発見する。                                     [事象の回数]  

(c) *森を奥へ進めば進むほど、昆虫を非常に/とても発見する。                                     [動詞の程度] 

(5)綺麗好きであればあるほど、ゴミに気づく。 

(6)頭が良ければよいほど、他人の欠点が目につく。 

A3. 変化動詞 ＜継続＞  主節における変化のターゲット：[ 述語（動詞）の程度 ] 

(7)景気が後退すればするほど、財政は悪化する。 

(a) *景気が後退すればするほど、たくさん(の)財政は悪化する。                                    [参与者の数量] 

(b) *景気が後退すればするほど、財政は何度も/次々と悪化する。                                   [事象の回数] 

(c) 景気が後退すればするほど、財政は非常に/とても悪化する。                                    [動詞の程度] 

(8)機械化が進めば進むほど、ハンドメイドの価値は高まる。 

(9)反対されればされるほど、思いは強まる。 

(10)寒ければ寒いほど、部屋を暖める。 

(11)タバコを吸えば吸うほど、生活習慣病のリスクを高める。 

                                                                 
6本研究では、語彙的アスペクトの観点から、主節に生起する動詞を次のように分類する。 

A. 動き動詞：A1動作動詞＜継続＞、A2動作動詞＜瞬間＞、A3変化動詞＜継続＞、A4変化動詞＜瞬間＞ 

B. 状態動詞：B1存在動詞、B2特性動詞  
7本研究で用いる動詞クラスは、工藤 (1995) 及び日本語記述文法研究会編 (2007) を基に、再分類したものである。 
8「非常に/とても」が逸脱性を持たず解釈可能に感じられるのは、「非常に/とてもたくさん(の)手紙/野菜/昆虫/ゴミ/葉/角質/ビ

ル/お金/救援物資」のように、参与者の数量を付与する成分の読み込みがおこなわれている場合である。 
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A4. 変化動詞 ＜瞬間＞  主節における変化のターゲット：[ 参与者の数量 ]、[ 事象の回数 ] 

(12)ヨン様が微笑めば微笑むほど、おばさまが卒倒する。 

(a) ヨン様が微笑めば微笑むほど、たくさん(の)おばさまが卒倒する。                              [参与者の数量] 

(b) ヨン様が微笑めば微笑むほど、おばさまが何度も/次々と卒倒する。                            [事象の回数] 

(c) *ヨン様が微笑めば微笑むほど、おばさまが非常に/とても卒倒する。                            [動詞の程度] 

(13)田舎であればあるほど、未成年が結婚する。 

(14)木を揺らせば揺らすほど、葉が落ちる。 

(15)暑くなればなるほど、汗が出る。 

(16)擦れば擦るほど、角質が取れる。 

(17)エコ意識が高ければ高いほど、電気を消す。 

(18)きれいな女性であればあるほど、目で男を殺す。 

(19)不注意であればあるほど、小銭を落とす。 

 

B. 状態動詞 

B1. 存在動詞   主節における変化のターゲット：[ 参与者の数量 ] 

(20)都会に近づけば近づくほど、人がいる。 

(a) 都会に近づけば近づくほど、たくさん(の)人がいる。                                          [参与者の数量] 

(b)*都会に近づけば近づくほど、人が何度も/次々といる。                                        [事象の回数] 

(c)*都会に近づけば近づくほど、人が非常に/とてもいる。                                        [動詞の程度] 

(21)北に行けば行くほど、雪がある。 

(22)被災地では、日が経てば経つほど、救援物資を要する。 

(23)名門幼稚園であればあるほど、お金がかかる。 

B2. 特性動詞   主節における変化のターゲット：[ 述語（動詞）の程度 ]、[ 参与者の数量 ]  

(24)背が高ければ高いほど、服が似合う。 

(a) 背が高ければ高いほど、たくさん(の)服が似合う。                                            [参与者の数量] 

(b)*背が高ければ高いほど、服が何度も/次々と似合う。                                          [事象の回数] 

(c) 背が高ければ高いほど、服が非常に/とても似合う。                                          [動詞の程度] 

(25)一流メーカーであればあるほど、商品が優れている。 

(26)秋葉原好きであればあるほど、アニメに精通している。 

(27)日当たりが悪ければ悪いほど、植物はひょろひょろしている。 

 

形容詞 

イ形容詞   主節における変化のターゲット：[ 述語（形容詞）の程度 ] 

(28)苦労が多ければ多いほど、喜びは大きい。 

(a)*苦労が多ければ多いほど、たくさん(の)喜びは大きい。                                       [参与者の数量] 

(b)*苦労が多ければ多いほど、喜びは何度も/次々と大きい。                                      [事象の回数] 

(c) 苦労が多ければ多いほど、喜びは非常に/とても大きい。                                   [形容詞の程度] 

(29)宝石は、大きければ大きいほど高い。 

(30)子どもが多い世帯であればあるほど、生活水準が低い。 

(31)田舎に行けば行くほど、自民党が強い。 

ナ形容詞   主節における変化のターゲット：[ 述語（形容詞）の程度 ] 

(32)身長が低ければ低いほど、騎手は有利だ。 

(a)*身長が低ければ低いほど、たくさん(の)騎手は有利だ。                                        [参与者の数量] 

(b)*身長が低ければ低いほど、騎手は何度も/次々と有利だ。                                      [事象の回数] 

(c) 身長が低ければ低いほど、騎手は非常に/とても有利だ。                                     [形容詞の程度] 

(33)その洞窟は、奥に進めば進むほど静かだ。 

(34)能力が高ければ高いほど、謙虚だ。 
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名詞   主節における変化のターゲット：[ 述語（名詞）の程度 ] 

(35)売れば売るほど、黒字だ。 

(a)*売れば売るほど、（たくさんの会社が）黒字だ。                                                [参与者の数量] 

(b)*売れば売るほど、何度も/次々と黒字だ。                                                     [事象の回数] 

(c) 売れば売るほど、非常に/とても黒字だ。                                                [名詞の程度] 

(36)フィギュアを持っていれば持っているほど、オタクだ。 

(37)知能指数が高ければ高いほど、天才だ。 

 

●主節の述語と“主節における変化のターゲット”の関係 

・動き動詞（＋程度変化）の事例 (A3) ⇔ [ 述語（動詞）の程度 ]  

・動き動詞（－程度変化）の事例 (A1, A2, A4) ⇔ [ 参与者の数量 ]、[ 事象の回数 ] 

・状態動詞（＋程度）の事例 (B2) ⇔ [ 述語（動詞）の程度 ]、[ 参与者の数量 ] 

・状態動詞（－程度）の事例 (B1) ⇔ [ 参与者の数量 ] 

・イ/ナ形容詞の事例 ⇔ [ 述語（形容詞）の程度 ] 

・名詞の事例 ⇔ [ 述語（名詞）の程度 ] 

 

●主節述部から見た「XばXほどY」構文の意味的特性 

・主節述語が「動詞」の場合：＋程度変化の動詞ならば、言語形式通り、動詞の程度が変化する。＋程度の動 

詞ならば、動詞の程度部分に‘変化’が読み込まれ、その程度が変化する。 

－程度変化/－程度の動詞ならば、参与者の数量や事象の回数が変化する。 

・主節述語が「形容詞」の場合：形容詞自体は程度変化を含意しないが、形容詞の程度部分に‘変化’が読み 

込まれ、形容詞の程度が変化する。 

・主節述語が「名詞」の場合：程度性を含意しない名詞が程度を強要され、名詞の程度部分に‘変化’が読み 

込まれ、名詞の程度が変化する。 

→主節述語には生起制限がなく、言語形式としてそれ自体で程度変化を明示しない述語でも生起可能である。 

そして、主節には常に何らかの“変化のターゲット”が存在する。 

⇒これは、主節の‘変化’という意味が、主節の述語自体から得られるというよりもむしろ、「XばXほどY」 

という形式から生じていることを示しており、「XばXほどY」が構文として機能しているといえる。 
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